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お問い合わせ

主催：首都大学東京ＦＤ委員会
首都大学東京管理部 教務課教務企画係
MAIL: fdwww@tmu.ac.jp / TEL: 042-677-2937
HP： http://www.comp.tmu.ac.jp/FD/

参加費無料

申込不要

学内外すべての方が
ご参加いただけます。

基調講演

「ディープ・アクティブラーニングの⽅法とその評価」
松下 佳代 ⽒（京都⼤学 ⾼等教育研究開発推進センター 教授）

▼スマホはこちらから

【⽇時・会場】

2015年11⽉20⽇（⾦）15：00〜17：50
⾸都⼤学東京南⼤沢キャンパス 本部棟１階⼤会議室
東京都⼋王⼦市南⼤沢1－１ （京王相模原線「南⼤沢」駅から徒歩約５分）

「能動的学びを促す授業の実践事例」
福⽥ 公⼦（都市教養学部 理⼯学系 ⽣命科学コース 准教授）
⻄内 信之（システムデザイン学部 経営システムデザインコース 准教授）
荒⼾ 寛樹（都市教養学部 経営学系 准教授）

パネリスト：松下 佳代、福⽥ 公⼦、⻄内 信之、荒⼾ 寛樹、
⼤森 不⼆雄（⼤学教育センター 教授）

司 会：松⽥ 岳⼠（⼤学教育センター 教授）

学内事例報告

パネルディスカッション



講師プロフィール

松下 佳代 氏
ＭＡＴＳＵＳＨＩＴＡ ＫＡＹＯ

京都大学高等教育研究開発推進センター教授

1991年京都大学大学院教育学研究科博士後期課程研究指導認定退学。博士（教育学）。
京都大学教育学部助手、群馬大学教育学部助教授、京都大学高等教育教授システム開発
センター助教授を経て、2004年より現職。専門は教育方法学、大学教育学。特に能力、
学習、評価をテーマに研究と実践を行っている。主な著作に、『パフォーマンス評価』
（日本標準、2007）、『〈新しい能力〉は教育を変えるか - 学力・リテラシー・コンピ
テンシー -』（編著、ミネルヴァ書房、2010）、『ディープ・アクティブラーニング
-大学授業を深化させるために-』（編著、勁草書房、2015）などがある。

15:00～15:05 開会の挨拶

15:05～15:55 基調講演「ディープ・アクティブラーニングの方法とその評価」
松下佳代 氏 （京都大学高等教育研究開発推進センター 教授）

（ 休 憩 ）

16:05～16:50 学内事例報告「能動的学びを促す授業の実践事例」
16：05～ 福田公子（都市教養学部理工学系生命科学コース 准教授）
16：20～ 西内信之（システムデザイン学部 経営システムデザインコース 准教授）
16：35～ 荒戸寛樹（都市教養学部経営学系 准教授）

（ 休 憩 ）

16:55～17:45 パネルディスカッション
パネリスト：松下佳代、福田公子、西内信之、荒戸寛樹、

大森不二雄（大学教育センター 教授）

司 会：松田岳士（大学教育センター 教授）

17:45～17:50 閉会の挨拶

総合司会：川原裕之（都市教養学部理工学系生命科学コース 教授・ＦＤ委員会委員）

プログラム


